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　前
半
は
、
日
本
平
和
委
員
会
常
任
理
事
の
川
田
忠
明
氏

を
講
師
に
招
き
、『
核
兵
器
禁
止
条
約
を
力
に
ど
う
前
進

す
る
か
』
と
題
し
て
、①
今
そ
こ
に
あ
る
核
兵
器
の
脅
威
②

核
兵
器
禁
止
条
約
が
示
す
世
界
の
変
化
③
平
和
・
核
軍
縮

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
④
禁
止
条
約
は
力
に
な
る
⑤
被
爆

国
・
日
本
を
変
え
る 

と
い
っ
た
内
容
で
、
核
兵
器
禁
止

条
約
後
の
国
内
外
の
情
勢
と
、
今
後
私
た
ち
が
な
す
べ
き

事
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　後
半
は
、
八
月
に
開
催
さ
れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
し
た
職
員
か
ら
の
報
告
と
決
意
表
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　最
後
に
、「
今
回
の
選
挙
は
命
や
憲
法
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
政
治
を
変
え

る
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、
そ
の
選

2021年度 青森県民医連

平和活動交流集会 開催
　9月10日（金）、青森県民医連反核平和委員会主催「2021年度平和活動交流集会」をオンラ
インで開催しました。各院所・事業所・薬局等の職員、組合員も含め138名が参加しました。

挙
に
行
か
な
い
と
い
う
事
は
、
今
の
政
治
を
認
め
る
事
に

な
る
。
私
た
ち
の
一
票
一
票
で
、
命
と
暮
ら
し
、
そ
し
て

平
和
を
大
切
に
す
る
政
治
に
変
え
ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　参
加
者
か
ら
、
条
約
の
意
義
や
条
約
後
の
世
界
情
勢
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
こ
と
や
、
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
る
日
本
の
姿
勢
へ
の
不
満
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た

ほ
か
、「
平
和
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
不
可
分
の
関
係
に

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」
と
の
言
う
意
見
や
「
核
兵

器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
す
る
政
府
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」「
核
の
な
い
世
界
を
め
ざ
す
た
め
に
も
、
禁

止
条
約
に
参
加
す
る
日
本
に
し
、
反
核
運
動
を
大
き
く
前

進
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
多
く
の
感
想
が

出
さ
れ
た
交
流
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
県
連
反
核
平
和
委
員
会

　委
員
長
／
角
田
尚
樹
）

　感想文で頂いた質問に対し、講師 川田 忠明 氏より
解答をいただきましたのでご紹介いたします。

核兵器禁止条約に署名することは、原子力発電も廃止に
していくことにつながるのでしょうか。

核兵器禁止条約には、原発のことは書かれていませんの
で、条約に参加しても、すぐに原発がなくなるわけでは
ありません。しかし、禁止条約の先頭にたってきたオー
ストリアは、原発を国内で禁止しています。核の恐ろし
さを知っているからです。核兵器の恐ろしさを知れば知
るほど、原発に依存する危険も、もっと知られていくで
しょう。

なぜ被爆国なのに頑なに参加を拒否し署名しないのか不
思議でなりません。

日本が条約参加を拒んでいるのは、先日も紹介したよう
に、アメリカの「核の傘」で守ってもらうという立場を
とっているからです。いざとなったら、核兵器をつかっ
ても良いと考えるのは、核兵器の恐ろしさをよく分かっ
ていないからです。他国にヒロシマ・ナガサキを体験さ
せても良いなどという考えは、けっして許されません。
さらに、日米安保条約のもとで、「アメリカに守っても
らう」という考えが染みついていて、アメリカのいいな
りになっていることが、おおもとにあると思います。
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第
55
回
定
期
総
会

県
連
初
期
１
年
目
研
修

各
法
人
学
習
の
様
子 

〜
八
戸
医
療
生
協
〜

　コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
一
年
目
研
修
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
説
明
、
自
己
学
習
に
よ
る
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
民
医
連
に
つ
い
て
何
も
わ
か
ら
な

い
状
態
か
ら
の
自
己
学
習
と
い
う
こ
と
で
、
新

入
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
大
丈
夫
か
と
心

配
し
ま
し
た
が
、
各
自
、
学
習
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

を
真
剣
に
読
み
、
大
事
な
と
こ
ろ
に
付
箋
を
付

け
る
な
ど
、
居
眠
り
も
せ
ず
そ
れ
な
り
に
意
欲

的
に
行
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　私
が
入
職
し
た
時
は
、
泊
り
が
け
で
初
年
度

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
民
医
連
の
こ
と
な
ど
、

全
く
訳
の
分
か
ら
な
い
状
態
で
参
加
し
て
い
ま

し
た
が
、
座
学
の
他
、
大
勢
の
仲
間
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
夜
の
親
睦
会
な
ど
、
ワ
ク
ワ
ク

す
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら

研
修
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
企
画
し
た
研

修
担
当
の
方
々
に
は
今
更
な
が
ら
感
謝
で
す
。

あ
の
頃
を
思
い
出
す
と
、
現
状
は
不
憫
で
仕
方

あ
り
ま
せ
ん
。

　早
く
事
態
が
収
束
し
、
再
び
以
前
の
よ
う
に

直
接
職
員
が
集
え
る
研
修
に
な
る
こ
と
を
心
よ

り
願
い
ま
す
。
同
世
代
が
意
見
交
換
し
な
が

ら
、
連
帯
感
や
親
睦
を
深
め
る
機
会
は
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
、
改
め
て
思
う
昨

今
で
す
。

（
八
戸
生
協
診
療
所

　通
所
・

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
／
長
根
光
司
）

自己学習の様子

薬 剤 師 二 年 目 研 修 開 催2021年度

　はじめのアイスブレイクでは自分の性格や特徴を動植物に例
えた自己紹介を行いました。動物占いや心理テストの自分の結
果を紹介する方がいて、終始和やかな雰囲気で交流できました。
　講義はあおもり協立病院の臺丸谷さんが講師となり、事前課
題を用いて参加者に回答してもらいながら、論文を読み解くた
めの基礎を学習しました。ディスカッションは２グループに分
かれ、症例のPECOと論文の解釈について二年目三年目の垣
根を越えて、自分の経験を踏まえつつ様々な意見を出し合うこ
とができました。オンラインでの講義とディスカッションとな

●入社後、論文をじっくり読む機会がなかったため、久しぶりの統計学の用語を聞き、初めは懐かしさに加えて難しさを感じて
いました。しかし、講義がとてもわかりやすく、大学時代には学ばなかった論文を読む際のコツを教えていただき、とてもた
めになった研修会でした。今後、論文を読む機会があったら、今回学んだことを活かしたいと思いました。
●普段面識の無い、自分と経験年数が近いメンバーが、各々のフィールドで真摯に仕事に向き合っている様子が垣間見れ、今後
の日々の業務の励みになりました。
●今まで、他所属の同期の方とは何度かZoomで交流があったが、先輩方とは交流がなかったのでとても新鮮でした。今回の研
修で、やはり一年上の先輩方は、話も上手く、自分にはない視点で物事を見ているなと、とても刺激になりました。
●エビデンスを得るのに論文のどこを読めば必要な情報が手に入るのか、また図の見方などを詳しく知ることができました。ま
た、講義前に論文を読んで自分がやってみた情報の探し方と講師の情報の見つけ方が違いとても勉強になりました。

　９月２５日（土）オンラインで県連薬剤師委員会主催　薬剤師
二年目研修を開催しました。昨年度開催できなかったので、今
年度は三年目薬剤師も含め１２名が参加しました。

り各々苦戦する部分もありましたが、全員の協力により、目立ったトラブルもなく有意義な学習の時間となりまし
た。今後も引き続き患者により良い医療を提供するために、今回学んだことを実務に活かして欲しいと思います。

（藤代健生病院　薬局／佐藤賀奈子）

参加者の感想（一部抜粋）
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参加者の感想（一部抜粋）

　２日間にわたる研修プログラムでは、第１講座を公開講座とし、医
療生協さいたまの理事長である雪田慎二氏を招き「障がい者差別の問
題を通して社会を診る」について講演いただきました。障がい者差別
の基にある優性思想と、基本的人権の対立は歴史的に繰り返されてき
たこと。差別思想は人々を分断する、事実をエビデンスに基づいて理
解すること。心の感度を上げるよう継続して考えることなどを学びま
した。
　第２講座は人材育成と組織運営など看護管理の基礎知識を、第３講
座では時代の社会情勢を民医連活動と合わせて学び、民医連綱領が実
践されてきたことを改めて確認しました。これらの学習の後「管理者
としての人権と倫理的課題」のテーマでGWを行いました。
　今回は全講座Zooｍでの研修となりましたが、オンラインの研修に
もだいぶ慣れ、ＧＷも盛り上がり満足度の高い研修となりました。

（県連看護委員会　委員長／奈良原　恵）

　弘
前
会
場
で
は
健
生
病
院
と
フ
ァ

ル
マ
弘
前
薬
局
、
青
森
会
場
で
は
あ

お
も
り
協
立
病
院
と
大
野
あ
け
ぼ
の

薬
局
の
「
薬
剤
・
医
療
活
動
の
紹
介

と
解
説
」
を
県
連
薬
学
生
小
委
員
が

行
い
ま
し
た
。

　各
会
場
で
は
、
薬
剤
師
が
模
擬
服

薬
指
導
の
寸
劇
や
動
画
を
用
い
た
り

ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
り
と
、
参
加

し
た
高
校
生
が
よ
り
興
味
を
持
つ
よ

う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
高
校
生
も
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
ボ
タ
ン
で
反
応
し
た
り
画
面

越
し
に
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
意
思
表
示

を
し
て
く
れ
た
り
と
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
医
療
活
動
紹
介
で
は
コ
ロ
ナ
禍

で
の
対
応
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
、

「
ワ
ク
チ
ン
の
希
釈
作
業
を
薬
剤
師

が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
驚
い

た
、
知
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
参
加
し
た
高
校
生
か
ら
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
時
間
内
に

答
え
き
れ
な
い
程
で
し
た
。
薬
学
奨

学
生
も
参
加
し
て
く
れ
て
お
り
、
勉

第55期青森民医連看護管理者研修
　県連看護委員会では期に一度、看護管理研修を行っており今回で８回目になります。今年は10月８日午後と９日
午前に分けて開催し、32名の主任・看護長が参加しました。

～民医連綱領を実践できる看護管理者の育成をめざして～2021年度

オンライン 高校生一日薬剤師体験会 開催オンライン 高校生一日薬剤師体験会 開催初の

　十
月
二
日
に
弘
前
会
場
、
九
日
に
青
森
会
場

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
高
校
生
一
日
薬
剤
師
体
験

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
弘
前
会
場
に
は
弘
前
市
・

木
造
町
・
五
所
川
原
市
の
高
校
か
ら
三
十
一
名
、

青
森
会
場
に
は
青
森
市
・
八
戸
市
の
高
校
か
ら

四
十
三
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
共
に
最
高
人

数
と
な
り
ま
し
た
。

強
に
対
す
る
質
問
に
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　高
校
生
の
感
想
で
は
、
薬
局
の
中

だ
け
で
仕
事
を
す
る
と
思
っ
て
い
た

が
在
宅
訪
問
な
ど
外
に
出
る
仕
事
が

知
れ
た
、
薬
局
薬
剤
師
と
病
院
薬
剤

師
の
仕
事
は
違
う
こ
と
が
分
か
っ
た

等
の
薬
局
や
薬
剤
師
業
務
に
関
す
る

事
の
ほ
か
、
勉
強
を
頑
張
ろ
う
と
い

う
声
も
あ
り
、
薬
剤
師
を
目
指
す
目

指
さ
な
い
に
関
わ
ら
ず
前
向
き
な
気

持
ち
に
な
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。（
あ
け
ぼ
の
薬
局
八
戸

店
／
岩
本
る
り
子
）

10/2弘前会場の様子

講師　医療生協さいたま
理事長 雪田慎二 氏

10/9青森会場の様子
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　９月29日（水）に全日本民医連事務育成活動交
流集会がWebで開催されました。当日は青森民医
連から県連、法人の事務委員を中心に10名が参加
し、全体でも全県連から300名を超える参加者が
あり、関心の高さが伺えました。

★★★全日本民医連★★★

事務育成活動交流集会
★★★全日本民医連★★★

事務育成活動交流集会
　
社
保
セ
ミ
ナ
ー
は
二
〇
二
一
年
六
月

〜
十
二
月
の
間
に
全
四
日
間
で
開
催
し

ま
す
。
第
一
回
目
を
六
月
十
四
日

（
月
）、
第
二
回
目
を
八
月
三
十
一

（
火
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　
第
一
回
社
保
セ
ミ
ナ
ー
で
は
藤
田
孝

典
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ
ス
代

表
理
事
）
に
よ
る
「
貧
困
・
格
差
は
ど

の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
る
の
か
？
」
の
ご

講
演
と
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現

　学習講演では、副会長の山本一視先生から「育成
指針案と民医連事務養成」について講演いただきま
した。育成指針案は目を通していて理想が高く自分
自身に当てはめて実現できるのかと疑問に思ってい
た部分も、改めて山本先生の講演を聞いてスッと腑
に落ちた内容の講演でした。また、民医連医師の皆
様の事務職員に向ける熱い想いを感じられる講演で
した。
　指定報告として４県連から報告がありましたが、
どこも事務育成にマニュアルや正解がない中、様々
な模索をしながら事務育成に一歩を踏み出している
という印象をもちました。当県連でも現在事務政策
の見直しを行っておりますが、政策づくりが目的で
はなく、それをもとにした育成が重要になってくる
と考えています。
　今回はSGDが機器の関係でうまく開催できず、
取組みの交流がうまくできませんでしたが、県連だ
けではなく法人の事務育成に向けて第一歩を踏み出
していければと思える交流集会でした。

（生協さくら病院　次長／秋山和範）

人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー

代
を
視
聴
し
、
メ
デ
ィ
カ
ル
プ
ア
、
貧

困
と
格
差
に
立
ち
向
か
う
民
医
連
事
業

所
の
実
践
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

藤
田
氏
の
講
演
で
最
も
印
象
的
だ
っ
た

の
は
「
貧
困
は
社
会
構
造
的
に
生
み
出

さ
れ
て
い
る
。
自
己
責
任
で
は
な
い
。」

と
い
う
言
葉
で
す
。
国
民
の
貧
困
世
帯

は
、
政
府
が
非
正
規
労
働
者
を
増
や
し

て
き
た
結
果
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
広

が
り
ま
し
た
。
藤
田
氏
は
、
こ
の
間
の

コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
り
「
医
療
従
事
者
の

発
言
力
が
高
ま
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま

す
。
私
た
ち
医
療
従
事
者
は
、
現
場
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
政

府
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
第
二
回
社
保
セ
ミ
ナ
ー
で
は
鈴
木
静

氏
（
愛
媛
大
学
教
授
）
に
よ
る
「
国
際

動
向
を
ふ
ま
え
た
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム

を
確
立
」
に
つ
い
て
の
ご
講
演
と
、
日

本
民
医
連
副
会
長
の
柳
沢
深
志
医
師
よ

り
、「
民
医
連
と
社
会
保
障
運
動
、
民

医
連
の
医
療
・
介
護
の
二
つ
の
柱
、Ｓ

Ｄ
Ｈ
を
学
ぶ
」
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
社
保
セ
ミ

ナ
ー
で
人
権
と
し
て
の
社
会
保
障
と
無

差
別
平
等
の
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
学

び
、
人
権
と
社
会
保
障
の
ア
ン
テ
ナ
を

よ
り
高
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
第
四

回
ま
で
引
き
続
き
学
習
を
深
め
て
い
き

ま
す
。 

（
青
森
民
医
連
／
葛
西
美
冴
）

第
44
期
全
日
本
民
医
連

〜
第
一
回
、
第
二
回
の
参
加
報
告
〜

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
講
演
会 

開
催

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
講
演
会 

開
催

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
が
収
束
し
な

い
中
、
二
〇
二
〇
年
度
は
支
部
主
催
の

行
事
や
班
会
、
医
療
講
演
会
等
の
多
く

が
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
二
〇
二
一
年
度
も
職
員
の
班
会
な

ど
へ
の
派
遣
は
引
き
続
き
困
難
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
中
、
青
森
保
健
生
協
で

は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な

ど
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
班
会

や
医
療
講
演
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。

　
今
回
は
そ
の
中
で
も
青
森
市
内
六
会

場
並
び
に
個
人
視
聴
で
総
勢
九
十
二
名

の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。
講
師
に
あ

お
も
り
協
立
病
院 

院
長 

相
馬 

裕
医
師

を
迎
え
、「
今
日
ま
で
そ
し
て
明
日
か

ら
〜
あ
お
も
り
協
立
病
院
院
長
と
し
て

思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
具
体
的

な
リ
ウ
マ
チ
科

に
関
す
る
病

気
・
症
状
な
ど

の
医
療
に
関
す

る
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
相
馬

院
長
が
民
医
連

だ
か
ら
で
き
る

こ
と
な
ど
熱
い

思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　
複
数
会
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
ぐ
と
い
う
試
み
は
初
め
て
の
こ

と
で
し
た
の
で
、
講
演
開
始
直
後

は
通
信
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
少
生
じ

ま
し
た
が
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
か

ら
は
「
高
齢
者
も
も
う
少
し
頑
張

ら
な
け
れ
ば
！
と
元
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
」、「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
も

い
い
で
す
ね
！
」
な
ど
の
感
想
を

得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
で
き
な

い
で
は
な
く
、
今
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
こ
と
を
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

探
求
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
青
森
保
健
生
協
組
織
部
／

青
山
美
奈
子
）

　
十
月
二
十
三
日（
土
）、
青
森
保
健
生
協
と
し
て
は
初

め
て
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
た
六
会
場
を
つ
な
ぐ
オ
ン

ラ
イ
ン
医
療
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

あおもり協立病院
 相馬　裕 院長

会場の様子

会場の様子
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　事務幹部学校には県連別で北海道から８名、青森３名、岩手３名、宮城６名、
山形５名、福島15名の計40名が参加しています。
　日程は全部で４クールあり、第１：2021年６月15日（火）～16日（水）、
第２：８月26日（木）～27日（金）、第３：11月25日（木）～26日（金）、第
４：2022年２月15日（火）～16日（水）で、フォロー研修が2022年春に予
定されています。
　内容は民医連の歴史と綱領に触れるところからスタートし、哲学や科学的
な観点を踏まえながらのものの見方・考え方、医療・介護の2つの柱への実
践、経営について（統一会計基準、財務諸表の見方）等と多岐に渡っていま
す。‶学校” と名のつくだけに事前・事後課題があり、働きながら大学に通っている感覚に陥ります。
　参加者は尊敬出来る方ばかりで、一緒に学ばせてもらえることが光栄でなりません。濃厚な研修で中々ハードではありま
すが、残すところあと2クール、終了する頃には一回り成長出来そうな予感がします（⁉）

（社福虹　ショートステイ虹の郷／木村玉代）

　
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　
こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

第44期 北海道・東北地協事務幹部学校第44期 北海道・東北地協事務幹部学校 参加
報告

連
載

講師 山田秀樹 副会長の学習の様子

　九
月
十
八
日（
土
）
北
海
道
・
東
北
地
協
薬

学
生
夏
の
つ
ど
い
が
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
、
薬
学
生･

職
員
合
わ
せ
て
四
十
五
名

（
内
、
青
森
県
連
薬
学
生
四
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
二
つ

の
学
習
企
画
が

あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
薬

害
の
は
な
し
」

と
題
し
、
株
式

会
社
北
海
道
保

健
企
画
　
代
表

取
締
役
　
野
村

充
代
氏
よ
り

「
薬
害
」
に
つ

い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。続
い
て「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

被
害
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
宮
森
未
琴

さ
ん
よ
り
被
害
者
と
し
て
の
貴
重
な
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
の
学
習
企
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
薬
局
ク
ラ
ス
タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
、
有
限
会

社
函
館
保
健
企
画
　
代
表
取
締
役
　
多
田
勘
司
氏

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ

り
、
そ
の
後
会
社
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
お
昼
休
憩
で
は
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
交
流

企
画
で
仲
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
私
は
司

会
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
面
と
は
ま
た
違
っ
た

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
司
会
進
行
の
難
し
さ
を
感
じ
つ
つ

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
参
加

者
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
各
々
の
性
格
が
垣
間
見
え

た
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
Ｓ
Ｇ
Ｄ
で
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
し

た
情
報
化
社
会
に
求
め
ら
れ
る
薬
剤
師
と
し
て
の

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
情
報
の
有
効

利
用
方
と
表
裏
一
体
の
危
険
性
、
そ
し
て
情
報
の

取
捨
選
択
基
準
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
患
者

へ
の
情
報
提
供
を
薬
剤
師
と
し
て
適
切
に
提
供
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
今
回
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
す
る
際
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
社
会
の
様
々
な
反
応
、
雑
誌

の
医
療
記
事
、
患
者
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
た
時

の
説
明
の
仕
方
な
ど
、
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
を

作
り
な
が
ら
意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
情
報
元
を
辿
っ
て
、
信

頼
で
き
る
情
報
か
判
断
す
る
」「
患
者
さ
ん
の
話

を
聴
く
と
き
は
否
定
か
ら
入
ら
な
い
。
話
を
聴
い

て
か
ら
他
の
選
択
肢
を
提
案
し
て
い
く
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局
／
髙
橋
沙
衿
）

　十
月
三
十
日
（
土
）
二
年
振
り
と
な
る
医
系
合

同
奨
学
生
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
医

学
生
四
名
、
薬
学
生
二
名
、
看
護
学
生
十
二
名
、

職
員
十
一
名
の
計
二
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
学
習
は
、
講
師
に
青
森
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

会
長 

田
代
　
実 

先
生
を
招
き
、
弘
前
保
健
所
管

内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
推
移
や
健
生
病
院
・
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
取
り
組
み
、
職
員
に
対
し
て
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
や
奮
闘
し
た
職
員
へ
の
敬
意
の

思
い
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
に
よ
る
地
域
貢
献
や
保

健
所
と
の
連
携
が
深
ま
っ
た
こ
と
、
地
域
住
民
か

ら
激
励
や
感
謝
が
多
く
届
け
れ
ら
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
奨
学
生
に

対
し
「
皆
さ
ん
が
や
が
て
私
た
ち
の
仲
間
と
し
て

入
職
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
健
康
に
十
分
留
意
し
て
」
と
エ
ー
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
事
例
報
告
で
は
、
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局 

村
上

薬
剤
師
よ
り
、
薬
局
の
利
用
者
・
職
員
へ
の
安
全

に
配
慮
し
た
柔
軟
な
取
り
組
み
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で

仕
事
を
失
い
薬
代
が
払
え
ず
滞
納
と
な
っ
て
い
る

事
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
お

も
り
協
立
病
院 

三
井
主
任
よ
り「
抗
原
検
査
陽
性

で
発
熱
の
あ
る
患
者
が
か
か
り
つ
け
医
に
診
察
を

断
ら
れ
た
事
例
」「
父
の
入
院
費
が
払
え
な
い
と

の
理
由
か
ら
親
子
で
ひ
き
こ
も
り
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
止
め
ら
れ
脱
水
症
で
入
院
、
多
職
種
で
関
わ
り

退
院
に
至
っ
た
事
例
」
の
二
事
例
に
つ
い
て
、
健

生
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟
の
高
橋
看
護
長
よ
り
、
面

会
制
限
に
よ
る
患
者
さ
ん
と
家
族
の
影
響
、
死
を

目
前
に
し
た
患
者
さ
ん
・
家
族
の
希
望
に
寄
り
添

い
、
面
会
を
可
能
に
す
る
た
め
に
何
度
も
討
議
し

職
員
で
奮
闘
し
た
経
過
が
話
さ
れ
、
奨
学
生
全
員

が
興
味
深
く
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き
、
そ
の
後

の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
で
も
質
問
が
多
く
出
る
ほ
ど
活
発
な
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で

は
、
衆
議
院
選
挙

投
票
日
前
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、

医
学
生
か
ら
不
在

者
投
票
に
行
っ
た

報
告
が
あ
り
、
県

連
会
長
よ
り
学
生

一
人
一
人
が
選
挙

で
投
票
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え

て
終
了
し
た
。（
青

森
保
健
生
協
本
部

　
看
護
学
生
担
当

／
須
藤
千
夏
）

オ
ン
ラ
イ
ン
薬
学
生
の
つ
ど
い

薬
害
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら

考
え
ら
れ
る
薬
剤
師
の
役
割

二
〇
二
一
年 

北
海
道
・
東
北
地
協

講演の様子

当日の様子

医
系
合
同
奨
学
生
会
議

二
〇
二
一
年
度

コ
ロ
ナ
禍
で
の
青
森
県
民
医
連
の
医
療
活
動
と

地
域
貢
献
に
つ
い
て
〜
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
〜 開催
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　事務幹部学校には県連別で北海道から８名、青森３名、岩手３名、宮城６名、
山形５名、福島15名の計40名が参加しています。
　日程は全部で４クールあり、第１：2021年６月15日（火）～16日（水）、
第２：８月26日（木）～27日（金）、第３：11月25日（木）～26日（金）、第
４：2022年２月15日（火）～16日（水）で、フォロー研修が2022年春に予
定されています。
　内容は民医連の歴史と綱領に触れるところからスタートし、哲学や科学的
な観点を踏まえながらのものの見方・考え方、医療・介護の2つの柱への実
践、経営について（統一会計基準、財務諸表の見方）等と多岐に渡っていま
す。‶学校” と名のつくだけに事前・事後課題があり、働きながら大学に通っている感覚に陥ります。
　参加者は尊敬出来る方ばかりで、一緒に学ばせてもらえることが光栄でなりません。濃厚な研修で中々ハードではありま
すが、残すところあと2クール、終了する頃には一回り成長出来そうな予感がします（⁉）

（社福虹　ショートステイ虹の郷／木村玉代）

　
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　
こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

第44期 北海道・東北地協事務幹部学校第44期 北海道・東北地協事務幹部学校 参加
報告

連
載

講師 山田秀樹 副会長の学習の様子

　九
月
十
八
日（
土
）
北
海
道
・
東
北
地
協
薬

学
生
夏
の
つ
ど
い
が
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
、
薬
学
生･

職
員
合
わ
せ
て
四
十
五
名

（
内
、
青
森
県
連
薬
学
生
四
名
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
今
回
は
二
つ

の
学
習
企
画
が

あ
り
ま
し
た
。

一
つ
目
は
「
薬

害
の
は
な
し
」

と
題
し
、
株
式

会
社
北
海
道
保

健
企
画
　
代
表

取
締
役
　
野
村

充
代
氏
よ
り

「
薬
害
」
に
つ

い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。続
い
て「
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

被
害
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
宮
森
未
琴

さ
ん
よ
り
被
害
者
と
し
て
の
貴
重
な
お
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
の
学
習
企
画
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
薬
局
ク
ラ
ス
タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
、
有
限
会

社
函
館
保
健
企
画
　
代
表
取
締
役
　
多
田
勘
司
氏

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
起
こ

り
、
そ
の
後
会
社
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

取
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
お
昼
休
憩
で
は
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
交
流

企
画
で
仲
を
深
め
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
私
は
司

会
を
担
当
し
ま
し
た
が
、
対
面
と
は
ま
た
違
っ
た

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
司
会
進
行
の
難
し
さ
を
感
じ
つ
つ

も
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
参
加

者
の
笑
顔
が
見
ら
れ
、
各
々
の
性
格
が
垣
間
見
え

た
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
Ｓ
Ｇ
Ｄ
で
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
は
じ
め
と
し

た
情
報
化
社
会
に
求
め
ら
れ
る
薬
剤
師
と
し
て
の

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
、
情
報
の
有
効

利
用
方
と
表
裏
一
体
の
危
険
性
、
そ
し
て
情
報
の

取
捨
選
択
基
準
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
患
者

へ
の
情
報
提
供
を
薬
剤
師
と
し
て
適
切
に
提
供
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。
今
回
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

利
用
す
る
際
に
気
を
付
け
て
い
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
社
会
の
様
々
な
反
応
、
雑
誌

の
医
療
記
事
、
患
者
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
た
時

の
説
明
の
仕
方
な
ど
、
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
を

作
り
な
が
ら
意
見
を
引
き
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
情
報
元
を
辿
っ
て
、
信

頼
で
き
る
情
報
か
判
断
す
る
」「
患
者
さ
ん
の
話

を
聴
く
と
き
は
否
定
か
ら
入
ら
な
い
。
話
を
聴
い

て
か
ら
他
の
選
択
肢
を
提
案
し
て
い
く
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

（
フ
ァ
ル
マ
弘
前
薬
局
／
髙
橋
沙
衿
）

　十
月
三
十
日
（
土
）
二
年
振
り
と
な
る
医
系
合

同
奨
学
生
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
、
医

学
生
四
名
、
薬
学
生
二
名
、
看
護
学
生
十
二
名
、

職
員
十
一
名
の
計
二
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
学
習
は
、
講
師
に
青
森
民
主
医
療
機
関
連
合
会 

会
長 
田
代
　
実 

先
生
を
招
き
、
弘
前
保
健
所
管

内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
推
移
や
健
生
病
院
・
ク
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ニ
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取
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、
職
員
に
対
し
て
の
メ
ン
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し
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の
敬
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の
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、
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Ｒ
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や
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連
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、
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た
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た
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。
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に
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「
皆
さ
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が
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が
て
私
た
ち
の
仲
間
と
し
て

入
職
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
待
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ま
で
健
康
に
十
分
留
意
し
て
」
と
エ
ー
ル
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
事
例
報
告
で
は
、
フ
ァ
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前
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村
上

薬
剤
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、
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局
の
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・
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安
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に
配
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し
た
柔
軟
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取
り
組
み
や
、
コ
ロ
ナ
禍
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仕
事
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払
え
ず
滞
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事
例
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増
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、
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協
立
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院 

三
井
主
任
よ
り「
抗
原
検
査
陽
性

で
発
熱
の
あ
る
患
者
が
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か
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つ
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に
診
察
を
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た
事
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」「
父
の
入
院
費
が
払
え
な
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と

の
理
由
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ら
親
子
で
ひ
き
こ
も
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ラ
イ
フ
ラ
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が
止
め
ら
れ
脱
水
症
で
入
院
、
多
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種
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わ
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退
院
に
至
っ
た
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」
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事
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い
て
、
健

生
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緩
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ケ
ア
病
棟
の
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看
護
長
よ
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、
面

会
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限
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と
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影
響
、
死
を

目
前
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患
者
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ん
・
家
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の
希
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に
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添
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、
面
会
を
可
能
に
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議
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で
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闘
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た
経
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が
話
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、
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全
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が
興
味
深
く
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き
、
そ
の
後

の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
で
も
質
問
が
多
く
出
る
ほ
ど
活
発
な
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
閉
会
の
挨
拶
で

は
、
衆
議
院
選
挙

投
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日
前
日
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
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生
か
ら
不
在

者
投
票
に
行
っ
た

報
告
が
あ
り
、
県

連
会
長
よ
り
学
生

一
人
一
人
が
選
挙

で
投
票
す
る
こ
と

の
大
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さ
を
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え

て
終
了
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た
。（
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／
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献
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　８月25 日、我が家に家族が増えました。フクロモモンガの「チップ」

です。

　ニホンモモンガはリスの仲間ですが、フクロモモンガはコアラやカン

ガルーの仲間です。うちのチップはメスなのでお腹に赤ちゃんを育てる為の

袋があります。まわりに飼っている人がいないので、日々、チップの様子を

みながら試行錯誤を重ねています。

　最 初 は、威 嚇 の 声（ギーギー）ば かりでした が、最 近 は 減り、少しず つ

慣れてきています。 （大野あけぼの薬局／杉山みどり）

フクロモモンガ
　　　「チップ（メス）」

４ヵ月

第19回理事会報告11月

2021年11月

>>

>>

>>

>>

>>

>>

全日本民医連理事会報告

決裁事項

　看護奨学生申請

　2021 年度薬剤師一年目研修

協議事項

１月理事会・常任理事会　日程変更の提案

総選挙の取り組みについて

上半期決算報告

新型コロナウイルス対応について　など

各種委員会

　政治と社会に関する問題意識アンケート

　事務職員アンケート

　各種委員会報告・署名到達

報告事項

　全日本民医連　通達・声明

　# いのちまもる　医療・社会保障を立て直せ！ 10.14 総行動参

　加のよびかけ

　秋の看護介護ウエーブの取り組みについて　など

会務報告 / 各委員会・医師委員会報告

vol.
64

私の三つ星★★★

「あわあわ♪おふろ♪♪」
オススメ ～おうち時間ver.～

●第295号紙面の訂正とお詫び●
　本紙295号５面に記載の青森県社会保障推進協議会の記
事に誤りがありました。
　タイトルの「青森県社会保証推進協議会」は、正しくは
「青森県社会保障推進協議会」、「第23回定期総会」は、正し
くは「第25回定期総会」です。訂正してお詫びいたします。

り余る４歳・２歳男児
との我が家のおうち時
間は、泡風呂にハマっ
ています。キャッキャ
と笑顔で遊ぶこどもた
ちとはいるお風呂は、
かけがえのない幸せな
時間だなぁ…と。こど
もの笑顔が親の笑顔に
なり、親の笑顔がこどもの笑顔となりますね。なんてこと
ないことなのですが、日々感じています。
　泡風呂だと、お風呂へ猛ダッシュのためスムーズに夜の
時間がすすむのもまたうれしいのです(^_-)-☆（重要）寒く

なってきたので、
みなさんもお風
呂でリラックス
する時間を取れ
ると良いですね
♪（津軽保健生
協総務部
／濱中奈留）

寝ている様子

　私　「あわあわおふろ、はいるひとー！」
　2人「「はーーーーーい！！！！！」」
　日が暮れるのも早く、お外遊びもままならずに体力の有

泡風呂を楽しんでいる様子です
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